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　The 　purpose　of 　this　article 　is　te　examine 　the　influence　of 　the　American 　War 　of 　lndependence 〔1775一

ユ783）on 　French　fashion，　which 　was 　dominated　by　Anglomania 　during　the　latter　half　of 　the　eighteenth

century ．　The　revolt 　of　the　Colonies　against 　England　brought　to　France　the　cult 　of 　America 　and 　enthu −

siasm 　for　freedom．　A 　series 　of　big　hairstyles　for　women 　named
“
註 1為m6ricaine

”
were 　created 　to　cele ・

brate　the 　French 　victories 　and 　the 　arms 　of 　French 　heroes．　When 　Benjalnin　Franklin　visited 　Paris，　the

Parisians　found　in　his　simple ，　rustic　costume 　the　positive　image　of　a　republican 　who 　asp正res　to　liberty．
La　Fayette　and 　the　soldiers 　who 　had　campaigned 　in　America　mementari 且y　became　a 　model 　of　fashion．
But　despite　those 　popular 　fads，　there 　was 　no 　new 　force　that　could 　displace　Anglomania ．　MicheI
Pastoureau　insists　that　the　Revolutionも stripe 　originated 　from　the　Colonies，　but　we 　must 　distinguish

between　the　dernocratic　stripe 　and 　the　noble 　stripe．　The　in且uence 　of　Anlerica　was 　feeble　and 　was 　as−

similated 　into　English　fashion　because　their　simple 　costume 　and 　image 　of　liberty　were 　common 　to　the

English．

　　　　　　　　　　　 　 〔Received　June　23，2006；Aceepted 　in　revised 　form 　November 　4，2006）
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　 L は じめに

　18世 紀末，ア メ リカ の 植民 地が本 国 イギ リス か ら

の独立 を 目指 し て 戦 っ た戦争 （1775−1783）は，フ ラ

ン ス 中 を 「自由」とい う熱狂の渦に巻 き込ん だ．フ ラ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ア ン シ J．ル ジ ャ ン

ン ス の 軍 人，貴族 は 競 っ て ， こ の 「蜂起する 人 々

Insurgents」 を 支持 し， 隣国イ ギ リス と 海 上 戦，陸 上

戦 を繰 り広 げる こ とになる．この 戦争とモ
ー

ドとの 関

わ りを考える こ とが本論 の 目的で あ る．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ア 　 ン 　 ゲ 　 u　 マ　ニ　 　
　 18 世 紀 後 半 の フ ラ ン ス は ， 「イギ リス 心酔

Anglomanie」 とい う言葉で 代表 され る ほ ど，イギ リ

ス
・モ ードに染ま っ て い た．華美で 洗練さ れ た フ ラ ン

ス 服に，地味で素朴なイギ リ ス 服が 取 っ て代わ り，191

世紀の ブ ル ジ ョ ワ
・モ ードへ と続く 「モードの 簡素化」

を もた ら した と い わ れ て い る ．

　 こ れまで の 服飾史研 究 で は，それ までイギ リス 風 と

呼ばれ て い た流行が，こ の 時代 にはむしろ ア メ リカ風

と呼ばれ る よ うにな っ た とい う一
言 で 片 づ け られ て お

り，こ の 現象 をア メ リカ ・モ
ー

ドとして 注 目 した研 究

はな い ．な らばそれは どうい う背景 の もとに 成立 した

の か，ア メ リ カ ・モ
ー

ドの経緯と詳細を示 したい ．

　まずは，戦争 に関わ る名前を冠 した女性 の 髪型 に注

目 し，一連の モ ードを生 み 出 した 時代 の 趣味や背景 を

明 らかにする ．次に，C．　H ．ロ ッ キ ッ トが指摘 した，

フ ラ ン クリン や ラ
・

フ ァ イ エ ッ トの 「モ ー
ドの 簡素化」

へ の 影響に つ い て
， さら に ミ シ ェ ル ・パ ス トゥ ロ

ー
が

指摘 した，ア メ リカ起源の 革命的縞モ
ー

ドに つ い て，

再検討する ．

　2．戦勝を称える髪型

　18 世 紀モ
ードの 大 き な特徴は

， 服飾 の 各部分 ，
と

りわ け女性 の 髪型 に，そ の 時世間 を賑 わ せ た ニ ュ
ー

ス

が名前 と な っ てつ け られ，モ ー
ドが記念碑的役割 を果
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た し た こ とで あ る
＊ 1
．例 えば，1778 年の 王妃 の 出産

は工女風 a　la　Dauphine の 髪型 を生 み出 し，1783 年の

気球の発明は モ ン ゴ ル フ ィ工 風 ala　Montgol艶 re モ
ー

ドを呼び ，1784年の 「フ ィ ガ ロ の 結婚』 の 大当た り

は フ ィ ガ ロ 風 a　la　Figaro ロ ーブ や シ ユ ザ ン ヌ風 a　la

Suzanneベ ス トを流行 らせ た ，と りわ け 1777−79 年

に サ ロ ン で の 話題 をさ ら っ た ア メ リカ独 立 戦争 もま た
，

貴婦人たち の頭の 上 を彩 る こ とに な る．

　月桂樹 の 葉が戦勝を象徴 した 「勝利風 ti　la　Victoire」

の 髪型，軍艦 「ベ ル プ
ー

ル号 la　Belle　Poule」や 「ジュ

ノ ン 号 la　Junon」 を乗せ た髪型が，1778年に発表さ

れ た ，さ ら に は ，海軍 で活躍 し た英雄が 「マ リ ニ ィ 風

ala 　 Marigny 」 の 帽 子 ， 「ドル ヴ ィ TJ 工 風 ala

Dorvilliers」の 帽子 と な っ て 称 えら れ，ア メ
TJ カ の 地

名が 「ヴ ァ
ージニ ア 風 a　la　Virginienne」 の 髪型 ，「ボ

ス ト ン風 a　la　Bostonienne」の 衣装 として取 り入 れ ら

れ た ，

　 こ う し た モ
ードは

， 単 に 戦況 を知ら せ る 以外 に，複

数 の 楽 しみや役割を担 っ て 現れ た 、

　数あ る 戦争ニ ュ
ー

ス の 中で ，最 も好まれた題材は ，

デ タ ン 伯 の グ レ ナ ダ島奪還の 活躍 で あ っ た．こ の 西イ

ン ド諸島最南端の小島は，1650年に フ ラ ン ス が植 民

地 と し，1762年に イ ギ リ ス に奪わ れ て い た もの だ っ

た ．1779 年，植民 地奪還 の 喜び は ，「デ タ ン 風 ala

dEstaing」 あ る い は 「グ レ ナ ダ風 ala　Grenade」の

髪型 を生 み出 した．

　 「グ レ ナ ダ grenade 」 とい う言葉に は 「ザ ク ロ の 実」

とい う意味があ っ た こ とか ら，ザ クロ の モ チ
ー

フ が帽

子 や ロ ーブ の デ ザ イ ン に効果 的に利 用 さ れ た （図

1 ＊ 2
）．さらに，ザク ロ の 木を意味する 「グ ル ナ デ ィ

エ grenad 正er 」 とい う語が 「男の よ うな大女」 をも意

味 した こ とか ら，
メ トラ は ，確か に こ の 巨大 な帽子 は

大女の 風格 を醸 し出す の に成功 して い る ，と感想をも

ら し て い る
帽 ．名前を冠 したモ ードの い くつ か に は，

こうした 言葉遊びの 楽 しみ もあ っ た に違 い な い ，

　 図 1の グ レ ナダ風衣装で は，さ らに細部が戦況を象

’1

以 下 の 例 は 全 て ，ユ8 世 紀末 に 刊行さ れ た フ ァ ッ シ ョ

　 ン ・プ レ
ー

ト 『ギ ャ ル リ
ー・デ ・モ

ー
ド」 に よ る，

　Gallerie　des　 m ・des　 et　 c・stumes 加 ngais ．　de∬ ines　d ’aprbs

　 natUre ，　grav8b
’
　par 　tes　ptus　cetbbres 　artistes 　en 　ce　genre，　et

　 color2s 　 avec 　te ρlus　grand　 soin 　par　Madame 　L8　 Beau．

　 Ouvrage　 commencg 　en 　1778，　chez 　Esnau協 et　Rapilly，

　 Paris（1778−1787＞
＊2Gallerie

　des　modes ，　ff．178，℃ ircassienne　fond　de　coul

　eur ．．．
”
（1779 ）

図 1，ザ ク ロ ・モ チ ー
フ の グ レ ナ ダ風 モ

ード

16 （800）

徴 して い る．『ギ ャ ル リ
ー ・

デ
・

モ
ー

ド』 の 解説 に よ

る と，胸をあ らわ に した デ コ ル テ は 「グ レ ナ ダを占領

し た フ ラ ン ス 軍 の 勇 気 la　 bravoure　 des　 troupes

Frangaises　qui　s
’
emparerent 　de　la　Grenade」 を表 し，

「絶望 の 首飾 り collier　en 　d6sespoir」 は イ ギ リ ス 人 の

状態を表 して い る と い う
＊ 4 ，

　同様に，イギ リ ス 人を皮肉 っ た髪型が，バ シ ョ
ー

モ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ア　ン 　シ 　，　ル 　ゾ 　ヤ 　ン

ン に よ っ て伝え られ て い る．それ は，「蜂起する人 々

風 ti　1’lnsurgente」の 髪型 で ，「イギ リ ス とア メ リ カ

と の 対立の 寓意」を乗せ た もの であ っ た．こ の 中で イ

ギ リス は 邪悪な ヘ ビで表さ れ た ．そ れ が あま りに精巧

に作 られ た ヘ ビ だ っ た の で ，人 々 に シ ョ ッ ク を与え る

とい う理 由か ら禁止 されたとい う
＊　fi

．戦争 モ
ー

ドは ，

こ の ように，時に風刺的役割を も果 た した ．

　し か し，そ の 最 も重 要な目的が，フ ラ ン ス 軍 の 偉業

を称え る こ とで あっ た こ とは間違い な い．メ トラ は，

紹 M6tra，　Louis・Frangois：Cor厂espontinnce 　secrbte ，　pol吻 ue

　 et　litt彡r碑 6，0u 　M 乙脚 ires　po”r 　servir 　di　t’histoire　des　cours ，

　 伽 ∫oc ’Etas　et　de ’α 伽 brature　en 　France，　depuis’α 脚 π

　 ゴ6LDuis 　xv，18voL 　J．　Adamson ，　Londres，8，323−324

　 （25sep，1779〕（1787−1790）
’
　
‘
　Galten

’
e　des 〃todes ，　oμ c舐，　description　des　habillements

　par　Mole，2，40
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フ ラ ン ス 女性たち の グ レ ナ ダ風帽子は，デ タ ン 伯に 向

け られ た 「詩や 歌 に も匹 敵す る 尊敬 の し る し Un

hommage 　qui　vaut 　bien　une 　ode 　et　des　couplets 」で

あ り，モ ー
ドは 軍人 た ちの戦勝 を聖別する，と そ の 役

割を支持 して い る ，さ ら に 「それが ど ん な もの で あれ，

善良な愛国者た ち は ，フ ラ ン ス 女性た ちが ジ ャ マ イカ

風 の ボネを被 る の を見 る こ とを熱望 して い る」と締め

くくっ て い る
＊e．

　 つ まり，髪型で戦勝を表現する こ とは，推奨され る

べ き愛国的行為で あり，頭上 の装飾は，勝利の記念碑

で あ る が ゆ えに ，堂 々 と 目立 つ も の で あ る こ と が 必要

で あっ た ．一
連 の 髪型 は

， 装飾 の 細部 こ そ異 なる もの

の ，建造物 の ご と く巨大 に結 い 上 げ られた とい う点 で

共通 して い た．こ の 身体に の しかか る 重 しに もまた，

特別な意味が与え られた．

　「カ ビ ネ ・デ ・モ ー ド』は，当時 の 髪型 モ
ードに つ

い て ， フ ラ ン ス の 栄光 を 「永久不 滅 な もの と す る

ETERNISER 　dans　la　m6moire 」行為であ っ た と説明

して い る．勝利 の しる しを頭 の 上に 乗 せ る こ とで ，そ

の 重み と共 に，輝か しい 記憶を身体の 奥深 く，心 の奥

底まで 刻み つ けたの だとい う
＊ T，

　図 2 は，こ うし たモ ードの 役割を端的に表 した 風刺

画で あろ う，「大 きな疲労か ら多少回復 した美女は ，

グ レ ナ ダ風 の 巻 き毛を ひ け ら か し，か の 有名な海員

（デ タ ン 伯 ）を頭 上 に 乗 せ
， 彼 の 軍馬 に 休み を与え て

い る、彼 は，華 々 しい 勝利 と，その 記念す べ き武勲 を

称 える民衆 の 歓声 を味わ っ て い る」
“ S
．

　勝利 の 重みを身体で 受けと めた女性に と っ て も，巨

＊ 5Bachaumont
，　Louis　Petit　 de： Memoires 　 secrets 　pour

　 servir 　a　1
’
histoire　de　ta　 rapublique 　des　lettres　en 　France，

　depuis／762 ノκ 5g ∬ ゐ nos ／o ” rs，36　vol ．，　Gregg，　Londres，
　 10，299−300 （4d6c ．1777）（1970｝
粍 M6tra ： op．　cit．，8，323−324 ｛25　sep ，1779）

’
Quoi　qu

’il　en

　 soit，　les　bons　patriotes 　so 曲 aitent 　ardemment 　de　voir

　anos　femmes，　des　bonnets　b　la／amajil “e，
”

寧 7Cabinet
　des　modes ，硼 les　modes 　 nouvelles ，4冶c 漉 83 跏 π θ

　 mani ≧re 　claire 　et 　pr彡cise ，　et 　rep 厂bsentees　par　des　ptanches
　 en 　taille−douce，　enlumin2es ，　chez 　Buisson，　Paris，22さme

　 cahier ，169 （1e
「

oct ．1786）（1785−1786）
’　ti“La　Nimphe 　un 　peu　remise 　de　ses 　grandes　fatigues

　 正a正sse　rePoser 　son 　Coursier　s蒼tant　par6e　dhne
　 Fristlre　a　la　Grenade　sur 　laquelle　elle 　porte 　son

　fameux　 marin 　 au 　 milieu 　 de　 ses 　Triomphe ，　 et　 aux

　 Acclamations　du　peuple　qui　s
’
empresse 　de　Couronner

　ses　M6morables　exploits．
”
Biblioth6que　Natienale　de

　 France，　Cabinet　des　Estampes ，　Colection　Hennin，　t

　 l12，　G161038 （1779）

図 2．婦 人 の 頭 上 に 凱旋 帰国

大なオブ ジ ェ を眼前 に突 きつ け られた男性 に とっ て も，

それ は 最 も効果的 に歴 史 を記憶 に とどめ る手段だ っ た

と い え る ．

　また
・
方で ，「ア メ リ カ風 a 塩 m6ricaine 」 と名前を

つ けた多くの モ ー ドが ，何 ら象徴 と な る モ チ ー
フ も ，

オリジナ リテ ィ ももた なか っ た こ とをつ け加 え て おか

なけれ ばな ら な い ．『ギ ャ ル リ
ー・デ ・モ

ー
ド』が紹

　 　 　 　 マノシ ユル ゾ ヤン

介 した 「蜂起す る 人 々 風 訌 rInsurgente」 ロ ーブ も，

「英米M，　a　1’Anglo・am6ricaine 」 ロ
ー

ブ も，そ の 内容は

常に シ ン プ ル なイギ リス 風 ロ
ー

ブ で あ っ た．男性 の

「ク エ ーカ ー風 ala 　Quaker」 帽 了 も，「英米 風 a

1’Anglo・am6ricaine 」帽子 も，イギ リス の 「ジ ョ ッ キ
ー

帽 Chapeau　Jockei」 と同色同形 の 帽子 に 過 ぎなか っ

た．

　ア メ リ カ独立戦争へ の 熱狂 は，
一

時的 に 戦勝の喜び

を盛 り上げる髪型 を流行 らせたもの の ，イギ リ ス ・モ ー

ドに取 っ て代わ る ような新 しい モ ードを作 り出すに は

至 らなか っ た．そ の 影響は，言葉の レベ ル に とどまっ

て い た とい わなけれ ばな ら な い ．

3．フ ラ ン ク リン ：農民 の衣装

C．H．ロ ッ キ ッ トは ，革命前の 数年間に 起 こ っ たモ ー

（801） 17
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ドの 大変化 、つ ま り人 々 が髪粉や 装飾 や剣 を放棄 し，

粗末 な衣服 にご つ ごつ した杖を持つ ように な っ た理由

の ひ とつ を，ア メ リカ大使 フ ラ ン ク リ ン の影響に よる

と指摘 して い る
＊ 9 ，こ の フ ラ ン ク リン ・モ

ード と は，
一
体 どの ような もの で あ っ た の だ ろ うか ，

　後に ア メ リカ建国の 祖 として 知 られる こ と にな る ベ

ン ジ ャ ミ ン
・フ ラ ン ク リ ン Benjamin　Frankiin（1706−

1790）が，蜂起 した仲間 た ちへ の支援を求めて フ ラ ン

ス に 上 陸 した の は T1776 年末，彼が 70 歳の 時で あ っ

た，政治家 ， 著述家 ， そ して 化学者と して の彼の オ能

はすで に有名で あ り，フ ラ ン ク リン は パ リ人たちか ら

熱烈な歓迎 を受けた．

　彼は ，熱狂的信者たち に走っ て 追 い か けられ ， 称賛

の 言葉 を浴びせ か けられ，拍手喝采で 迎 えられた
＊ T°．

あ らゆ るサ イズ
， 形 の 彼の 肖像が 出回 り，そ れはヴ ェ

ル サ イユ 宮殿 の 国王 の 眼前で さえ売られ た とい う
’ M，

バ シ ョ
ーモ ン は，「今 冂 の モ

V−・
ドは ，暖炉 の 上 に フ ラ

ン ク リ ン 氏 の 版画を飾る こ とで あ る 」 と記 して お り，

高名な肖像画家グル ーズ が フ ラ ン クリ ン の 肖像画に着

手 して い る こ とや ，肖像画 の 完成を待ちわびて 壁 に窪

み を用意 して い る人物の こ とを伝 えて い る
tVt．こ れ ら

の 肖像に は ，彼 の 偉大さを象徴する銘が 入 れ られ た，

そ れ は，あ る時に は 「地球 の 裏側 か ら の 復讐者，我 ら

の 光 Alterius　orbis 　Vindex，　utriusque 　Lumen 」 と付

けられ，またある時 に は 「空 か ら雷 を奪 い ，暴君 か ら

：F杖 を奪 う者 Eripuit　 fulmen　 coelo 　 sceptrumque

tyrannis 亅 と刻 み込 まれ た ．後者は テ ユ ル ゴ に よる文

で ，フ ラ ン ク リ ン の 避雷針 の 発明を称えつ つ ，暴君 イ

ギ リ ス からの 独立 を謳 っ た内容が好まれ た ．

　 で は，こ うした人気の 上 に、彼 の 服装は どう受けと

ら れ た の だ ろ うか．カ ン パ ン 夫人 は ，そ れ を 「ア メ

リ カ の 耕 作 人 の 衣 装 costume 　 dhn 　 cultivateur

電9Lockitt ，　C．　H ．：The　Relations　of 　French　and 　Engtish　Suciety

　 r1763−1793丿，　 Longmans ，　Green 　 and 　 CQ．　 London ，40

　 （1920）
亨．
℃ orrespondance 肥 ご rbte 加adite　 sur 　Leuis　XVI，　 Marie−

　 Antoinette，　la　cour 　et　la　vilte 　de　1777　b　1792 ρ帥 磁 ε

　4勿 rみ51es 　 manuscrits 　de ’α Biblioth≧gu召 Jmp2riale 　de

　 ∫α疏 ’−P8tersbourg，2voL，　Plon，　Paris，1，13（24ゴan 、1777｝，

　 185（2juilet　1778）（1866）
嗣 1
℃ ampan ，　 madame ： 1晩 脚 舵 5　 de　 Mdd 翩 8 　 Campan，

　premi≧r召 femme　4θ 　chambre 　de　Marie ・Antoinette，

　 Mercure　de　France，194 （1988｝
判 2Bachaumont

：op ．　c”，，10，17（17　jan．1777ドLa　mode 　est

　 aujourd
’hui　dセvoir　une 　gravure　de　M ．　Franklin　sur

　 sa 　chemin6e ．
齢
214 （30　juin　l777），238 （24　juillet　177η

18

americain 」 で あ っ た と形容 して い る ．彼の 茶褐色 の

毛織物の 衣服，巻 き毛 も作 らず粉 も振 ら な い そ の髪と，

フ ラ ン ス 宮廷人 たちの ，ス パ ン コ ール や刺繍の ちりば

め られ た 衣服 ，洗練 さ れ た髪型が，あまりに 対照的で

あっ た こ とを伝え，彼の 簡素な身な りが，フ ラ ン ス 女

性の心を打 っ た と解説 して い る
’ 13

．

　デ ュ
・デ フ ァ ン 侯爵夫人は ，フ ラ ン ク リ ン の 衣装を

つ ぶ さ に 観察し ， そ の 特異な部分に 「自由の し る し」

を見 い だ したが っ て い る．彼の赤褐色の ビ ロ ードの ア

ビ，白い 靴下 ，ぺ た ん と伸 び た髪 ， 鼻眼鏡 そ して 腕

の 下に抱 えた 白い 帽子に注 目し，「こ の 白い 帽子 は 自

由の 象徴で あろ うか ？」 と述べ て い る
’ 14
，

　 さ らにセ ギ ュ
ール 伯は ，「驚 くべ き対比」 を雄弁 に

語 っ て い る ．パ TJ
の 豪華，フ ラ ン ス ・モ ードの優雅，

ヴ ェ ル サ イユ の 贅沢，ル イ M 世の 威光の 痕跡，大貴

族たちの 洗練され た気高さに 対比す るもの と して ，フ

ラ ン ク リ ン の素朴な衣装，気取 りの ない 堂 々 と した態

度 ， 自由で 率直な 物 言い ，糊 づ けも粉 も省 い た髪，そ

して 時代錯誤 の 雰囲気を並 べ ，ま る で 18世紀の 軽薄

で 退廃 した文明の ただ中に，占代 ロ ーマ の賢入，共和

主義者が 舞い 降 りた か の よ うだ っ た と記 して い る
＊IS
、

　 フ ラ ン ク リ ン の 質素な身な りは ，フ ラ ン ス宮廷人 の

H に新鮮で あ り，彼 の 徳 を反映する もの と して ，また

ア メ リ カ 人の 「自由を渇望す る 共和 主義者」 と い うイ

メ ージと結びつ けて 考え られ た．

　 フ ラ ン ク リ ン に 付 き従 っ た 軍服姿の ア メ リ カ 人 たち

もまた ， 熱烈 に歓迎 を受けた が ，そ れ に対 して ，流行

の 身 な りを した フ ラ ン ク リ ン の 孫た ち は ，フ ラ ンス 人

たちの顰蹙を買 っ た、バ シ ョ
ー

モ ン は
， 彼ら が こ れ見

よが しに 身に つ けて い る 「赤 い 踵 」につ い て
， 「それ

はヴ ェ ル サイユ の宮廷に あ っ て は許 され る 下 ら な い 飾

りで あ る が，フ ィ ラ デ ル フ ィ ア の 連邦議会の
一
代表者

の 子孫 に は ，ふ さ わ し くない 」 と批判 して い る
＊ 16．

　 つ ま り，フ ラ ン ス 人 の 先入観か らする と，暴君に虐

（802）

棚 Campan ： op ．　c舐，193
ホ14Du

　 Deffand．　 Marie ：Lettres　de　ta　 marq “ise　 4μ Deffand

　 aHo 厂ace 　Watpole，診cアゴ∫θ∫ 41ans　les　ann 乙es 　1766　b　1780，2

　 vol，，　 nouvelle 　6dition，　 Librairie　de　 Firmin　Didot

　Frさres ，　Fils　et 　C1E，　Paris，2，316（22　mars 　1778｝（1864）
　

”
Le　Franklin　avait 　un 　habit　de　veburs 　mordor6 ，　des

　 bas　blancs，　ses　cheveux 　6tal6s，　ses 　lunettes　sur 且e　nez

　 et　un 　chapeau 　blanc　sous 　le　bras．　Ce　chapeau 　blanc

　 est−il　 un 　symbole 　de　la　libert6？
”

判 5S6gur
，　Louis−Philippe　comte 　de；Souッ enirs 　6とAnecdotes

　 sur 　te　rbgne 　de　Louis　XVJ．　Fayard ，　Paris，67 （s．d．　vers

　l910｝
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ア メ リ カ 独立戦 争 と 18世紀末フ ラ ン ス ・モ ード

げら れ た 「蜂起す る 人 々 」 は，な ん と して で も粗末な

身な りを して い なけれ ばな ら なか っ た ，服装 の 簡素さ

は，隷属する ア メ リカ の 状況と自由を求め る真面 目な

意思 との表れ と受け とられ た．

　 フ ラ ン ク リ ン 自身は，自らの 服装が パ リ で最 も質素

で あ る こ とに誇 りを もち，パ リ 人たちが彼 を模倣す る

こ とを望 ん で い る ．彼は ，友人に あて た手紙の 中で

「私はぜ ひ ともフ ラ ン ス の 紳士淑女が全員，私 の モ
ー

ドを採用 して くれ る こ と を 願 っ て い る，そ の 巻 き毛 を

ほ ど き，私 と 同 じ髪型 にす るの だ．」 と書 い て い る
’ t7
．

　しか し，彼 の 服装 に感銘 を受け た の は，カ ン パ ン 夫

人が い うよう に，主 に 女性で あ っ た．そ の 『回想録』

に は，フ ラ ンス 婦人たちが フ ラ ン ク リ ン の ため に催 し

た 祝 宴の 様子 が 記 さ れ て い る ，「300人 の 女性 の 中 か

ら，最 も美 しい 人が 指名され ，こ の ア メ リカ 人哲学者

の 白髪の 上 に月桂樹の 冠 を置 き，こ の 老人 の 両頬にキ

ス を贈 っ た の で した」
’ 18
．確か に彼は 「自由の 使徒」

として崇め奉 られたが，そ の 外観は 70歳の 「老人」

で あ っ た．彼女 たちが身に つ けた フ ラ ン ク リン 風 の ボ

ネや ロ ーブ が，農民の よ うな老人 の外観 とどれ ほ ど関

係があ っ たかは疑問で ある ．

　同様 に 図 3 ＊ 19
は．フ ラ ン ス 宮廷に お け る フ ラ ン ク リ

ン の 特異性 を思 わせ る もの である．そ の 服装 は ， 彼 が

彼で あ る こ との 証明 で あ り，必ず しも模倣す べ き対象

で は なか っ たの で は な い だ ろ うか．

　確か に 人 々 は 「蜂起する 人 々」の勇気を称えたが，

だか らとい っ て ，イギ リ ス の奴隷で ある ア メ リ カ人に

な りた い とは 思 わ な か っ た ，フ ラ ン ク リ ン の 服 装 に 最

も特徴的で あっ た，毛皮 の ボ ネも鼻眼鏡 も採用 されな

＊ 1fi
　Bachaum 〔｝nt ： op ，　 cit．，11，121（25　f6v．1778）

“lls　 ont

　 arbor ｛…les　talong　rouges ；d6cora口on 　frivole，　bonne 　ti　la

　 cour 　de　Versanles，　mais 　indigne　des　descendans　dhn

　 des　chefs 　du　Congr6s　de　Philadelphie！
‡ 17Franklin

，　Benjamin： Correspondance，3vol．，　trad．　 et

　 annot ．　par　E．　Laboulaye，　Hachette，　Paris，2，141 〔1870）

　
鱒
Je　voudrais ，　 pour　beaucoup ，　que　toutes 　les　belles

　 dames　et　tous　les　gentilshoInmes　de　France　 eussent

　 la　bont6　d乞dopter　ma 　mode ，　de　se 　coif ［er 　comme 　je　le
　 fais，　de　cong6dier 　leursプYiseurs1

”

＊iE

　Campan： op ，　c ”．，193−194，1a　plus　belle，　parmi　trois

　 cents 　femmes，　fut　d6sign6e　pour 　aller 　poser 　sur 　la
　 blanche　 chevelure 　du　ph1losophe 　 am6ricain 　une

　 couronne 　de　laurier，　et　deux 　baisers　aux 　joues　de　ce
　 viei主lard．

”

鮒 Geller　William　Overend：Benjamin　Franklin　b　la　co ”r　de

　 France，　 mus6e 　national 　de　la　Coop6ration　franco−

　 am6ricaine ，　B16rancourt（1ge　siさcle）

図 3．フ ラ ン ス 宮廷に お け る フ ラ ン ク リン

か っ た こ と を考え る と
， 彼 を真似 る た め に剣や髪粉を

放棄 した と は考えに くい ．

　 フ ラ ン クリ ン の 人気が直接 モ
ー

ドに影響を与 えた と

は断定で きない が，簡素な外観と 「自由」 とい う肯定

的イ メ
ー

ジ との 結びつ きを強めた とは い える だ ろ う．

　4．ラ
・

フ ァ イ エ ッ ト ：軍人 モ ー
ド

　C．H ．ロ ッ キ ッ トが指摘する，「モ
ー

ドの 簡素化」の

もうひ とつ の 原因 と は，ア メ リカ 独立戦争に従軍 した

フ ラ ン ス 人将校たち の 影響で ある，彼は，ラ ・フ ァ イ

エ ッ トの 『回想録 』を引用 しなが ら，フ ラ ン ス 兵士 た

ちが ア メ リ カ 人 の 慎 ま し さ に感動し，影響を受け た と

説明 して い る
’ Z°．

　青年期 の 8 年間 に 3 度 ア メ リ カへ 遠征 した ラ ・フ ァ

イ エ ッ ト La　Fayette （1757−1834）は ，新大陸で の 生

活 を こ う綴 っ て い る．「衣服 ，食 事，習慣，全 て が ア

メ リ カ 風 だ っ た ．彼 は 他 の 誰 よ りも簡素で ，慎ま し く，

厳格 で い る こ と を望 ん だ」
＊ 21．さら に ラ ン ゲ が伝 え る

とこ ろ に よる と，ラ ・フ ァ イエ ッ トは戦い を終え て街

に戻 る と，軍服 もコ ル ド ン ・ブ ル ー
も高貴な フ ラ ン ス

風衣装 も捨て，茶褐色の 簡素な衣服を着 て ， 仲 間たち

と共 に 自由へ の 賛歌 を歌 い なが ら酔 っ ぱ ら っ た とい

う
＊ uz，

　 しか し，
これ らの 記述 だけで は，ロ ッ キ ッ トの 言を

甲20Lockitt
こop．　 cit．，40−41

e21
　Mamoires，　Correspondance　et　Manuscrits ぬ 88naral加

　 Fayette　publi2s　par　sa 　famitle，6vol．，　Fournier，　Paris，1，
　37 （1837

−1838）　
“
son 　costume ，　sa　table，　ses　m 〔Eurs ，

　 tout　6tait　am6riCain ．　Il　 vOUlut 畚tre　plus　 simple ，　plus
　 frugal，　plus　aust6re 　qu 加 cun 　autre ．

”
3 人称 で 書かれ

　 て は い る が ， 紛れ もな く本人 の 手 に よ る と編 集者 は

　 注記 して い る，

（803） 19
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認 め る の に十分 で は な い ．彼 の 服 装 が ，どの ように パ

リの モ
ー

ドに影響を与えた の か を確か め る必要がある，

　植民地 の 蜂起に感銘 を受け た若 きラ
・フ ァ イ エ ッ ト

は ，家族 に も宮廷 に も
一

言 も告げず に
，

1777 年 6 月 ，

単身大洋を渡 っ た，1779年 2 月に パ リ に 戻 っ た 時 ，

彼は英雄に な っ て い た．王妃は彼に 複数 の 謁見 を許 し

た，フ ラ ン ス座で は ，ベ ロ イの悲劇 『ガ ス トン とバ イ

ヤ
ー

ル 』 （1771） の 詩が，偶然に も彼 の若さ と武勇に

向けられ た か の よ うだと し て ，もて は や さ れ ，再演 さ

れた
＊ 23
．

ああ 1彼 の 若 さが何 をな したか．

彼が 賢 く見え る の は，私が 老人だか らか ？

冷静 に描 い た計画の 奥底に は

それ を遂行す る た め の 情熱 が た ぎっ て い る ．

野営地 を守 る こ とも，城壁 を打 ち破る こ ともで き

る．

若 い 兵
．i−：の よ うに戦闘を愛 し

老将の よ うに戦 い を避ける術 を知 っ て い る．

私 は 喜 ん で 彼 に従 う．模倣 さ え し よ う，

彼の 思慮深 さを称 え， 彼の 勇気を愛する．

こ れ らふ た つ の 徳 をもっ て して

軍人は年を と らない ，

　また ラ ン ゲは，ラ ・
フ ァ イエ ッ トの ア メ リカで の 活

躍 を，まる で 小説 の よ うで ある と語 り，そ の雄姿を占

代 の 英雄 に比肩す る もの と して称えて い る．さ らに人々

が ，無凵 な彼を見 て 「フ ィ ラ デ ル フ ィ ア 人 の ような慎

み深さ fort　discret，　et　grave 　comme 　un 　Philadelphien」

を感 じて い た こ とを伝えて い る
＊ 24
，

　ラ ・
フ ァ イエ ッ トに続い て ア メ リ カ の 戦争 に参加 し

た 軍人 たちも同様に，英雄 と し て扱われた，彼らはパ

’：z
　Linguet，　Simon：Annalesρo ’itigues，　 civiles 　et 〜itt8raires

　 du　diX−huitiL”me 　 siPcte，9voL，　 Soci色t6　 Typographique ，

　 Lausanne ，5，226 （1778−1780）
亨：3Campan

： v ρ．〔ゴ乙，195
“
Eh1　 que 　fait　 sa 　jeunesse，／

　 Lorsque　de　1”age 　mfir　je　lui　vois　la　sagesse ？／Profond

　 dans　ses 　desseins　qu
’ik　trace　avcc 　froideur，／C もst

　pour　les　 accomplir 　qu
’
il　garde 　son 　 ardeur ．／nsait

　 dξfendre　un 　camp 　 et　forcer　des　murailies ，／CQmme

　 un 　 leune　 soldat 且 aime 　 les　 bataines；／Comme 　 un

　 vieux 　g6n6ral 　il　sait 　les　6viter．／Je　me 　plais　a　le　suivre
　 et 　meme 　a　l’imiter．／J乞dmire　sa 　prudence 　 et　j乞ime
　son 　courage ；／Avec　ces 　deux　vertus 　un 　guerrier　n な

　 point 　d資ge ．
”

零24Linguet
：op ．　cit．，4，346，5，223，225

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ア ン シ コル ジ ヤ ン

リ に戻 っ て くる と，口 々 に連邦議会や蜂起する入 々 を

称え，ワ シ ン トン 将軍と お揃い の キ ン キ ナ ト ゥ ス 勲章

を見せ び らか して歩 い た．セ ギ ュ
ー

ル 伯 は，「そ の よ

うな 共和 制 の 勲章 telle　d6coration　si　r6publicaine 」

が 「偉大な る 君主 制国家の 首都の真ん 中で au 　milieu

de　la　capitale 　dhne　grande 　monarchie 」戦争の 名誉

と して誇ら しげ に輝い て い る こ と に 嫌悪感を表 して い

る
＊ t5．

　ア メ リカ帰 りの 兵士 たちは，「暴君 か ら奴 隷 を解 放

する勇者」 とし て ，称賛の 目を向けられた の で あ り，

軍服は，そ の イメ ージ に ふ さわ しい 「戦う者」の制服

で あっ た，た とえ彼 らが ，ア メ リ カ 人の簡素さに感銘

を受け ， 海の 向 こ うで 農民 の ように装 っ て い た と して

も，フ ラ ン ス に 凱旋帰国 した後 もず っ と，ア メ リ カ の

ブ ル ジ ョ ワ服を採用 し続けた と は考え難 い ．ラ ・フ ァ

イ エ ッ トが もたら し たもの，それ は，すなわ ち 「軍人

モ
ー

ド」 で あっ た．

　 こ う し た 好戦 的雰囲気が 残 る 中 で ，1783年 の 王太

∫
・
の 誕生 は 「マ ル ボ ロ

ー
風 ala　Marlhorough」モ ー

ドを流行 らせ た，乳母が子守歌 として 「マ ル ボ ロ ーは

戦争へ 行 っ た Marlborough　sもn 　va −t−en 　guerre」を歌 っ

た こ とに 由来する ．今 日で も子 どもの 愛唱歌 として 有

名 な こ の 歌 の 内容 は ，17世 紀 に 実在 し た イ ギ リ ス

将 軍 ，
マ ル バ ラ 公 爵 John　 Churchill　 Duke 　 of

Marlborough（1650−1722）の 戦死 を題材 と し て お り，

まる で子守歌に似 つ かわ しくな い ．戦争 に行 っ た 恋人

の帰 りを待 ちわびた姫君は，高 い 塔 の 天辺 に E っ て ，

想い 人の 姿を探そ うと目を こ らす ．そ こ へ 黒装束 をま

と っ た小姓が 現 れ ，マ ル ボ ロ ーは 戦死 し ま した，あな

た もピ ン クの サテ ン の ドレス か ら喪服に着替えて くだ

さい ，と告げる。マ リー・ア ン ト ワ ネ ッ トは，彼女 の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ア 　モ 　

　

私的庭園 プチ ・トリア ノ ン の 村 落 に，「マ ル ボ ロ ーの

塔」なる もの まで 造 らせ て お り，そ こ で こ の 歌の 女主

人公を気取 っ て い た様子が想像で きる．王妃 の 愛人 と

して 知られ る ス ウ ェ
ーデ ン大使 フ ェ ル セ ン伯 も，ア メ

リカ独立戦争に従軍 して い る．子守歌の内容は，ア メ

リカ の 戦争 に 恋人 を 送 り出 し た 女性た ちの 心情に も重

なるもの で あ り，自ら を歴 史物語 の 主人公に なぞ らえ

る 英雄モ
ー

ドの 中 で 好 まれた ともい える だ ろ う．こ の

時，軍人 と い う存在 は，最も注目 を集め た 流行 の 対象

で あっ た とい え る ，

　 軍服 の 画
一
性，普遍性は，変化 を常とす る モ

ー
ドと

ホ：5S6gur
：oρ、　cit．，128
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ア メ リカ 独立 戦争 と 18世紀末 フ ラ ン ス ・モ
ード

対立 するため に，「簡素な衣服」 と見な されたが
＊ 2fi

，

また
一

方で ，それ はブ ル ジ ョ ワ の 衣服 とも対立 する

「高貴 な衣服」 で あ っ た
＊27．モ ード誌が本格的 に 軍 服

の流行を告げる の は，10 年後の 1789年で ある が
棚

，

それ はある 日突然現 れ た流行 で は な く、ラ
・

フ ァ イエ ッ

トを初 め とす る ア メ リカ帰 りの 軍人 た ち に よ っ て ，す

で にその 芽が準備 されて い た とい える．

　5．縞の流行

　 フ ラ ン ス ・モ ードに お ける ア メ リ カ の影響を主張 し

た もう
一

人 の 研 究者 が ミ シ ェ ル ・パ ス ト ゥ ロ ーで あ る，

彼 は
，

18 世紀末 の 縞 モ
ー

ドは
， ア メ リ カ の 星条旗 に

由来す ると指摘 して い る。ヨ
ー

ロ ッ パ 文 明にお い て，

中世以来 「負」の 価値を背負わされ て きた縞柄が，ア

メ リ カ の独立 に よ っ て ，「自由」 の 象徴 とい う 「正」

の 価値を取 り戻 し，フ ラ ン ス 革命に お い て 政治的イデ

オ ロ ギ
ーを表明する もの と して 多用 され た とい う説明

で ある，縞を着る こ と は，革命 の 支持者で ある こ とを

意味 し，多 くの 革命家た ちは ，全て の 市民 が 唯一縞の

衣装 を着る こ とを望 んだ とい う
SU9
，

　確か に，フ ラ ン ス 革命に お い て は，おびただ しい 縞

の 図を目に す る． トリ コ ロ ール の 配色 は，ア メ リ カ の

赤 と白の縞か らそう遠 くな い ，革命 に おける縞の 共和

主義的イ デ オ ロ ギ ーは，独立 を勝ち取 っ た新世界に 由

来す る と い う説明 に も 納得 が い く．

　 しか し，パ ス トゥ ロ
ーは ，貴族 の 縞 モ

ー
ドが，革命

の 縞 と は別 の 流れ で 存在 した こ と を，もっ と強調すべ

きで あ る．18 世紀 の 早い 時期か らすで に縞 の 流行が

あ っ た こ とは，カ ル モ ン テ ル が描い た肖像の多 くに縞

の ロ
ー

ブ が見ら れ る こ とか ら も明 らか で あ る （図 4 ＊3U
），

そ して，こ れ ら貴族の縞が ，ア メ リカ とは無関係で あっ

掌26
伽 9副 π 伽 脚 伽 脚 レε〃θ5．加 η9α∫5召5 跏 π8」α’3θ3，chez

　 Buisson，　 Paris，28色me 　 cahier ，217 （11　 sep ．1789）

　 ｛1786−1789）
申 2了 Camot，　Antoine ：M 乙moires 　pour 　servir 　di　lhistoire　des

　 m αrurs 　et ” sages 　des　Frangais，2voL，　Dauvin ，　Paris，2，

　 112（1826）
’ 2s・Magasin　des　modes ，　 op ．　cin，28さme 　cahier ，217 （11　sep ．

　 1789》，30e皿 e　cahier ，　Z35 〔l　oct ．1789》
’：9

　Pastoureau，　Michel：Rayures’ une 　histoire　des　rayures 　et

　 des　tisSCLVπ ry彡∫，　SeuiL　Paris，62，7ユ（1995｝： ミシ ェ ル ・

　 パ ス トゥ ロ ー
：『悪 魔 の 布』 （松村　剛，松村恵理訳），

　 白オく雀土，　64，70　（1993）
拿no

　Carmontelle：Mme ．　 de　Meaur ，　 sa　fille　 et　M ．　 de　Saint−

　 Ouentin，　 rbpetant 　 une 　 scbne 　 musicale ．　 mus ξe　 Conde，
　Chantilly（1Se　si6cle ）

図 4．貴族 の 縞 モ
ード

た こ とを思わせ る根拠が い くつ も存在する．

　例 えば メ ル シ エ は，1788年，縞 モ
ー

ドの 起 源 を国

王 の ペ ッ トの シ マ ウ マ だ と説明 し て い る ．「王 の 小部

屋 の シ マ ウマ が，現在 の モ
ー

ドの モ デ ル に な っ た．あ

らゆ る布 が縞柄 で あ る．ア ビ もジ レ も美 しい ペ ル シ ア

ロ バ の 皮 の よ うで ある，男性は，老い も若きも，頭 の

上 か らつ ま先 ま で 縞で き め て い る ．靴下 だ っ て 縞

だ」
＊31，

　1786年 11 月か ら 1789年 12月 まで ，そ の 出版期 間

中を通 して，縞モ ー
ドを紹介 し続けた 「マ ガ ザ ン ・デ ・

モ
ー

ド』は ，縞モ
ー

ドが こ れほ ど長 く続い たその理由

を 「無限の バ リエ
ー

シ ョ ン extreme 　vari6t6 」 にある

と説明 して い る．縞 の 太 さや 色 の 濃淡，配色，数 を変

えなが ら，あらゆ る種類の布地 とあら ゆ る季節 の 衣服

を支配 し続けた とい う
’U ．

　1789年 9 月，「マ ガザ ン ・デ ・モ
ー

ド』 の 編集者 は ，
零31Mercier ，　 Louis−S6bastien： Tableau　 de　 Paris，2voL，
　 Mercure　de　France，2，908（1994）

“Le　z色bre　du　cabinet
　 du　 roi，　 est 　 devenu 　le　 mod さle　de　 la　 mode 　 actuelle：

　 toutes 　les　6toffes　sont 　ray6es ；les　肚abits，　les　gilets，
　 semblent 　a　la　peau　du　bel　onagre ．　Les　hommes ，　jeunes
　 et 　vieux ，　sont 　en 　rayures 　des　pieds　a　la　t畚te：les　bas

　 SOnt 　aUSSi 　ray6S ．
”
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結果的 に は 外 れ る こ と に な る 「縞 モ
ードの 終焉」 を予

告 して い る．そ の 根拠 とな っ た の は、最 も細 い 縞か ら

最 も太い 縞へ と発展を遂 げて しまっ たため，もうこ れ

以 上 の成長は見込め ま い と判断し たか らで あ る
’ 3S
．革

命 の た だ 中で ，もし 人 々 が こ れ らの縞に 政治的主張を

感 じ取 っ て い たならば，編集者は，バ リエ ーシ ョ ン の

限界な どとい う理由で，縞柄 の 消滅な ど予測 しなか っ

たはずで ある．

　1789年 6 月に 赤 と白の 縞が流行 した と き， こ の 色

の 組み合わせ は ア メ リ カ の縞を思 い 起 こ させ る もの で

は なか っ た，『マ ガザ ン
・デ ・モ

ー
ド』は，そ の 美 し

さ を 氷 とバ ラの 色に た とえて い る
’SU．

　確か に 1779年に紹 介 され た複数の 「ア メ リ カ風」

モ
ー

ドに は，縞模様が効果的 に 使 わ れ て お り，新大陸

と縞 との結び つ きを思 わせ る，しか し，こ うした 縞模

様は， トル コ 風や 中国風 など，異 国趣味 を表す時 の 使

わ れ 方 に も通 じる もの で あ り，ア メ リ カ に 限 っ た モ チ
ー

フ で は ない ．

　パ ス トゥ ロ ーは ，縞 の 流行 に 関 し て，ア メ リ カ に起

源がある こ とは 間違 い ない と 断言 して い る が ，少な く

とも革命前の貴族の縞 モ
ー

ドに 関 して は，そ の 根拠 を

疑わ ざる を得ない ．

　6 ．結　 論

　ア メ リカ植民地の 蜂起は，
一

時的に ア ン グ ロ マ ニ ー

を押 しの ける勢 い で ，フ ラ ン ス 人 の 頭 を熱 した にもか

かわ らず ，ア メ リカ ・モ
ー

ドと 呼べ る ような形 は 何 も

残さ な か っ た．

　ア メ リ カ ・モ ードの オ リ ジ ナ リ テ ィ
ー

の 欠如は，イ

ギ リス
・

モ
ード との 類似性に 起因する だ ろ う．植民地

の モ
ー

ドは本国 の モ
ー

ド に倣 う．ア メ リ カ植民地 は政

治的には イギ リス に対立 して い たが，文化的に は変わ

らずその本国 とつ なが っ て い た．ラ ・トゥ
ール ・デ ュ

・

パ ン 侯爵夫人 は ，裕福 な ア メ リカ 人 た ちが
， 独 立 後 も

ず っ と彼らの イギリ ス 風 の 習慣 を守 り通 しなが ら，イ

ギ リス を懐か しん で い た こ とを回想 して い る
＊ Sfi
．

　また，18世紀末に は，フ ラ ン ス ・モ ードとイギ リ

ス ・モ ー
ドとは，すで に 区別が つ かない ほ ど近づ き，

パ リの モ
ード誌は ，遠 くボス トン に まで 及ん で い た

＊ 3G，

ア メ リカ 人 の 服装 は，イギ リス 服 と同様に，パ リ
・モ ー

ドに遅 れ て 追従する地方 の 田舎者の 衣服に過 ぎなか っ

た．

　 フ ラ ン ス人に とっ て，英米両国は，地味で シ ン プ ル

な外観 と，自由の 国とい うイ メ
ー

ジ を共有して い た．

ガ ラの 「回想録』に は，イ ギ リス に対する あ こ がれ に

勝 る と も劣 らない ，遠 い 海の向こ うの 理想郷が描か れ

て い る ，「我が国 の 奢侈 の 威光 と技術 の 驚異に もか か

わ らず，あ ら ゆ る 人 々 の 視線 と心 は ，興奮と と もに 大

洋を横切 り，新世界とい う著 しくさび しい 場所へ と注

が れ て い た ，そ こ で は ，自由と哲学と自然が 全 て の 人

間に幸福 を保証 して い た．そ の幸福 とは，才能や身分

や財産 と い う避けが た い 不
’ii’＄ の た だ中 に あ っ て も，

皆が平等 で い ら れ る とい う もの で あ る 」
柳 ．ア メ リ カ

帰 りの 軍人 たちは，まるで 自由の 伝道師で ある か の よ

うに，新大陸 の 幸福 な未開人たちにつ い て語 っ た こ と

だ ろ う．

　 ア メ リカ熱は，モ ードに新しい 形こ そ もたらさなか っ

た もの の ，控えめな装い の 中に 自由の しる しを刻み つ

ける こ と に貢献 した．

索351a
　Tour 　du　Pin，　 marqulse 　de：Journal ぬ π8 喪用 耀 de

　 cinguante 　ans ，　1778−1815，2voL，　Librairie　Chapelot，

　 Paris，2，7q9 ユ3）
＊3s

　Mlagasin 　des　modes ，　op ．　c舐，226me 　cahier ，172 （20　juin
　 1788）
ll ？ Garat，　Dominique −Joseph：MEmo ゴres 　histo吻 ues 　su 「 la

　 卿 de砿 Suard，　 sur ∫召5 をcrits，θr　su 厂 ’θ xy 〃
e
　si≧cle，2

　 vol ．，　A ．　Belin，　Paris，2，319 （1820）
“
Au 　 mnieu 　des

　 prestiges 　de　notre 　luxe　et　des　prodiges　de　nos 　arts，

　 tous　les　regards 　et　tous　les　cours 　se 　portaient 　avec

　 6motiOn，　 a　traVerS 　r　OC6an ，　 SUr 　CeS 　immenCeS
　 solitudes 　 du　Nouveau−Monde ，　 od 　la　libert色，　 la

’32
　Magas ’η des　modes ，　op．　 d 乱，6eme 　 cahier ，41 （10　jan．

　 1788）
糊

伽 嵐．32さme 　cahier ，252 ｛30　sep ，1787｝
棚

ibid．，196me 　cahier ，147 ｛1　juin　1789）
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philosophie 　 et　 la　 nature 　 promettaient 　 ti　 tous　 les
hommes 　un 　bonheur 　qui　pouvait 　atre　6gal　pour 　tous

au 　milieu 　meme 　des　in6galit6s　in6vitables　des　talens，
des　conditions 　et　des　fortunes．
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